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国代先，生
私が田代先生を慕う ζとは20年前の昭和 4年10}j27 J 穣む。はたせるかな其の村は内ンザキの生接地で笹口

I砦が渓誠にあれその灘にはいつも，1. 2 匹は居ると誌内
側のゲートル委に煽揺傘を片手に踊乱を肩にか砂て. : : : . 1' .1、ζとがわかった。先生に一筆書を顕ったと ζろ
ヨユコ顔でお越になった。との日絵目お供をしてアプ| 連は後かち鑑で来る 骸骨
ラ菊の黄色花を腕乱に詰めた記憶は今色明瞭に残って
いる。
兵庫県博物学会で志度保御指導を戴き . ζ とに昭和
9 年 8 月の丹波地方の夏期採集会には 4 日間蓮続で篠
山. .r1"4婦、神池寺、柏原戦諜集して戴いた h 其後
氷上郡の細見末男君と相謀り年i二1.2度設年間に十幾
固に豆り神楽村、接轟. 香島. 補佐村今田村等詳細に・
調査を顕い、其の間関好の者と指導を受け、 ζの方面
に幾分なりと稗益し後輩学生を続出させたととは会〈
先生の御蔭である。
倒えば注意すべき植物として

ホンゴウ y ウ 福住村

F ケシラユA 大芋村

中学での先生の= ツクネームt::との事、先生のハガ
数運保容しているが特有の字は署名、くと色阿部先生
たるととはわかる程である。

出島先生
天然記念物の調査番員有あったので. よく丹波に御

調査に来られたa その為亘樹4名木が現になった。伺
えば後] ( ( 村の野花菖蒲の野生地。小企岳のツクシ石捕
の群落地。日置村のヨシノヤナギの互樹百通号太さ
4 m胃本ーの豆樹。福住村の大杉. 太' e ! 8哩県下3 位

報告静14韓記事覧} 或はJII代。丹波吉野鏡ケ携帯柏原 i

根木婿等を試査されたお供ナると. 話はいつ s昔話? で:
虜治30 : 年頃から大l Elこかけτの生きた生物学史であっ

ホウライカズラ 畑 。村 t  l'た。丘浅治郎先生から始まって池野成一郎先生、平瀬，予
ステコピル 神楽村 I先進、三好先生、佐藤伝藤紘と次々と尽きる事を知
γズマイチグ 犬山村 " らないようであった。

等の珍植物が丹ぜにその分布が明にされたととは) ζ | 先生の書を載いたのに
の境でした。 ¥  1、 . 石橋を見に行〈朝の霧晴る 北斗
田代先生と幽霊の想問がある。それは有馬郡永沢寺| 、矢倉先、生

国有林の採集会の折、寺で泊られた。先生は別室でー! 大: a14年丹設榛山の婦人舎が矢倉先生を招いて教義
人寝られ、我々は大勢次の部屋で寝ました。翌朝先生| 講躍を開いたととがあるので、先生は丹波を穣しがつ
は咋夜はE う色胸を圧する感があってE うも寝られな| てよくお越しになったーいっ色白足袋奏で丸万旅館に
かったと申された。寺僧はあの部屋は時々活埋堂で亡 i泊られた。
霊の出る部屋? ゴと申しましたa 先生色前から少し色知| 昭和12年 6 月6日丹波高仙寺山で陸産貝類の採集会
らなかったが確に何か褒な感とであったーあれが亡霊| を催した蒔色講師として御指導を賜りました。前日か
かと多少気味悪げであった o 後から色よく話された o I  b来て泊って戴き色々お話を伺った。先4の貝類研究
先生の御音信のハガキは今仰~ω遍保札口、る| の動機を伺うと、私は若い頃古銭を蒐集する内に、員
が太い丈夫な宇を見る度に先主の広い舘を思い出すー | を貨幣にしている国があり更に貝を園のシンボルK し
阿部先生
阿部先生にお供して丹波を廻った事が 2.3，度ある。

或る時近村に安口と書いて，、ダカスと読む話をしたと
とろ. それは面白い. 必歩サンショウウオ( - " ンザキ〉
に関係あるにも」がいない至急調査してみよとの事であ

i  る. ( 会誌15手記事誌の溜り〉そして倒の岡山県のハシ

ている国がある. 印度の南端にあるトラパショール国

でシャ y ク貝であるa とんな事から貝類の研究に入っ

たと申された。. 丹震は山国でiまあるが渡部忠重君めやー
うな貝の研究家色輩回しているのs誇りである。肝臓
ジスト T の中間宿主マメ 17=シを篠山で発見して一般

. ザキ大関神の話から始まって. ハンザ発は脱皮の頃膚! Iの注意書2起して下さったとともあった. 先生は色紙に
にオヲオフした頼の‘やうな志のが着くので《ダカネと l色々かたつむりを書いて下さった。
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神戸の私の家は戦災でなくなった。自宅にあった総| 加し最後に和服で記念写英を一緒に‘とったの色印象深
ての物は灰になった。私の記憶色その灰の工ラに消え I
てな〈なって了った。唯二中の校舎と共に私の21年の | 点二千円ーーー. . . .  竺竺白幽叫..... 町if
数民生活の泣骸の如〈博物教室が残された主うな気色 I t それから牧野先生を招いて兵庫県の最高峰永の山lこ/
する。昭和22年 3 月の学制改草の波は何の用意もなく i植物採集をしたとと色忘れられない思い出である。私，
傑のままに私を大久保町と云う所へ押し流して行つ| はとの時16mmに撮彫して「牧野先生の風貌」と題し
? と。そのこ中色間色なく兵庫高校と改めちれて何のつ| て 200mのノJ、巻を作った。あち ζちの採集中の志操つ
ながり色ない中に室井君のみが唯一のつ貫主が・りと思つ| た。さるE庁の荻の近く fゴかで釘付けになったように研
ている0'"由時一台曲直ー一ーー割岡崎・ι1 I究に余念の如、牧野さんの姿と如こ骨張った眼鏡をか

けた色の黒い阿部さんの姿色限に浮ぷよ 5 t:'; 暑い時
分であったが朝方田舎宿の主人の望みに探姦していら

学会最後の役員会を粂ねて神戸の犬神楼かの支那料
週でやったと思う。色々と手伝って貰っていた室井君
色特別に参加して貫τコた。記念写真は私が撮ったと思

うが誰かが持っていると J思う o 一一ーー回一一司甲
私が特に思い出の深いのは淡路福良の臨海実習であ

った。京都大学の岡田要教授が紀州廻りで少し遅れで
指導に来られた。早朝のプランクトンの採集、要望露地

事帯の磯採集、広い旅館での合宿、和やかな会合が自に

4  、
の中に兵庫県博物学会主与時の会計帳簿があった。私の| れるの色撮った。あのフィルムはこ中の暗室に置いて
会計は昭和10年頃東京へ転任になった湾中の佐藤茂樹| 来たが今は E うなっているかしら。将来主い記念物と f

温曹長聾ム:軍部
阿部先生と兵庫! 孫博物皐含思い起す昭和 5年 5 月

洲本で開かれた県中学博物協議会の席上竜野中学の陵
井先生から、学会結成の動議があり満場ζれに賛成す
く' に実行委員が挙げられ、その年の款には第 1 図の稔

ζ 会が姫路中学で関かれ「我身の会は我身の手で」のモ

J 色、，一一

ぃ' さんの後で克明に記入されていた会計簿の後を引受け! なるにろうーそれかち城崎へ出て先生は西村屋へ泊 b
た色のの、中々年末は骨の折れる仕事をして来た 6の| れた。ととで阿部さんが君忠一筆書いで長らえと云b
r とJ思う。表装色立汲な帳簿であるので記念にと患っ| れた色のt:から早速二枚番いで貰った。ぞれ色皆焼U ¥
‘て残していたが先頃気がついたI侍には大学に入ってい↓で了った。乙とで車阿部さんは朝から飲んでいられた
る息、子の本立に並んで. 記入された所は切取られ残り! と思う o タれでいて崩れられなかった。中々の酒豪で
J が利羽されているのを発見した一一寸棺済まね気持ち| あった。自分から今は次席1 : : が、酒の上では首席t:'と
. . ゼある。ー盛時テ警手÷ー一号. . .  叫岡剛 | 笑つで云われた。 ' 剣削欄噂

ぷ.  

無一物の新iliiJ中学の創設に忙殺されて会私の整理色
出来すも長らくして催促されて自宅へ持帰った書類帳簿

1 E 月には 5 日に何回かあの白鷺坊の北にある坊主町・
の御宅で愛矯の工c、婦人会長で忙しくしていると云b
れた奥さん色出られて御馳走になったo 奥へ入って新
しい昼の二階でお沼を裁いた ζと、白さき・の奨で白く

る町を歩いで駅へ出た連中に陵弁さん色いた、大浦さ
んもいた、軽妙な話術作人を盤に巻< l f I 崎さん志 h
た。さてその内の陸弁さんは終戦後E うされたのかし

浮ぷょう Tゴ。岡田教授の弟子とか蒼い婦人が特別に参| ら一一私の駄弁色との辺でー先す・終るととにしよう。
..... ...... 

五事L
る。叉、有志を説いて浮M の寄附を仰いで下さる等そ
れはそれは至れり尽せりで有難い志のでありました。-
庶務幹事に学識些かで円満なー中の難波、市川liiJij先

生を、編集幹事として才幹縦僚の陵弁先生を役員に持
ち、研究に熱心な会員I可志の結合になった兵庫県博物

ツトーの色とに、阿部先生が推されて会長に就任され l学会は‘日と共に隆昌にその名声は本郊の泣かれた焔
たのであ hまし足。先生は人格高潔で研究の深い ζと| 路の白鷺械のそれのように輝かしい色のでありまし a

は b ちろん献身的で、会の発海に御尽し下さいまし| た。品品→ームナ. . .  ←一千企主主主完封i
た。採集地の下見分に色地方で閲かれる会場の下準備 I
にも、直接御自身で出向かれました。その都度よくお| たが 2号は倍の87賀、 10号は121頁、 15号233頁と躍進
供した私は細かい御心泣いに深い感銘を覚えたのであ| しました。記事の豊富な内容の充実した地方研究雑誌
りました。赤字の長補にはポケットマネーを出され j の白眉であった ζとは自他共に許ナと ζろでありまし

，ー却」， 
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た。私ほ命め創立導初かる御世話頂き4 各婚での鰐集| に感謝せ今にはおられません。 a

研究会ピ色ほとんE 失かさ令出席御指導を仰智‘犬家! 紳戸事巴自然科事傭物館蝿肢の語
の御講演を拝聴し、会誌を遁ピ全員諸兄の御研究を拝
見し、乙れに£って直接に間接に、 E れ7ゴけ啓発され
ま. し? とか計砂知るととができません白昭和12年 3 月東

京へ由党私はその後E んないきさつで博物1学会が、務
展的解? 宵をしたのかは存亡ません。

他山の石iさも怠ら・ぬ苦い経験、よそ事を申上げて恐
入りまナが、現兵庫県生物学会の睦員と対比の費料と
して御許しを眠いまナ.
東京の生物学会は現金国生物学会のJ : f l 路疋義会長が
中心となって、! 研究に調査に目覚まιい活動を続げて
いまナが、私の在哀時代は終戦前後の総てに恵まれな・

申し送って愚見を述ペさせて頂いたの脅し正治まる10" ，:
年を経過した今日で色来rその夢を捨てかねていま

eす。室井先生1こ御願して望みの程をl百督調に害かせ。
衷きましたととろ神崎郡締津村の小林平一様' f P .ι
国の鳥学者と交換するたあに探集し製作した鳥の樽耳障

せんが、関西鳥学界の権戚小林桂助殿と県下で唯こ人
の禁止鳥の播護を許されている駕学家と承知していま¥ ，
ナ晶

い時ではありましたが、資金難で必要に迫られながら| 外国貿易の夫玄関であり内特別国際港都である神声
機関誌φ強行を見守o 雑誌理科研究守採集と飼育にタ| 市に ζの種の丈化施慣があっで色事いのではない訴と h

イアップして、ょうやく会員の研究を発表ずみとドつ| 思います。再建途上にあお現段階で、直「には実現園/
た淋しい状態で満足するよりタトK 致し方があ担ません| 雑でありましょう。従いまして小から大をなす衣の之
でしたaノ "， 1 ラな計闘は知何でしょうか。
他に数学. 物理. 化学、品物、地学を一丸とした科| 先宇第一段として各地方各地域で、郷土の特色豊か
学連合会が設別れ、上野の科学博物館そり似合合| な学校博物館を授けます。とれは在来の各学校標本霊

¥ 4 ・ 1
を持ち. 科学振興の策をねったわけであり、私色生物| 準備室をとれにあてて所蔵の摸本を新たな構想のもと
の方から理事会に出席しましたが. 範囲が広過ぎてまいこ整理し解説し、更fこ補強すべきは描い、新しい芳想
とま6 百諜績ば挙げられませんでした曲 | から新製色して、博物館の依命を遣するようくふうを
新制中学が発足してからは夏にi ' t 学校理創学舎がう! とらしますe 今後作る標本はなる? ゴザく物iこよりけり

ー さげばれ、私は中学にる掠りを持っていました為に:-.1 用意い申の 1個は自授に俸の1 つは中央への提出用雫
誤って編集部長に持活れてしまい宇多? とa 止むなく先! として準備します。
すも原稿をとエ拳式学の先牟に水晶と検波、中央気象台， I  中央では生物学金の方が恥むとなって委員を設廿で
関東の地賓と卸ヤ免責い論家を頂いたのでした治九資| し、一定の規格、規準を震げ、具体案をひ当さげて.
金の工面で愚図愚図ナる中に時を過いその械が再| 県市の舗を動かし、一方地方の組織に御願いすると
び元り古巣神戸に舞い戻ってしまった戸で、> $ 恥かし! ととします 0 "

貴重な齢、尊い文献制手放し雛吋! のであち、

で争りました。 I個人の保容もさるととながら、耐震耐氏の確かりした
兵庫臓生物事曾と兵庫生物 ζとさら申し上げる迄| 場所に、責任を持って保管されたら安心でありましよ
もあ Pませんo 現物は拘覧の通り毎年5 月. の総合、ー| う a それが御寄贈願われるとしたら、その有難い芳志
昨年夏の捕の採集会、昨年齢明石崎抗議習会| を熱心な研究家tこ対しお分もするよう』こしたなら聞こ
物事業の盛大きは、と 5 てむ、他の追従を許さね色白| 一層効果的で、それがうまく活用されまナならば、科
でありましょう学撮興は期せ手して謹埠をれるものと容とます。

1 ・ . 4 " .
なお会誌兵庫生物が政戦後経済最悪の事惑に色係ら| 間代先生の御望みなちれ? と植物分布目錐の如き Sー

する、かく迄整った色のを出された事は誠に驚異に価ナ! とうした総親和総努力によっで早くまとまるととでし
ペきものでありまして、悲会長先生、紅谷理事長先生 iょう tn.貰休みの生徒課題の如きし蓮大な計画のー
はヒめ役員の皆様方、会員諸兄の御努力の程がしのば翼として実施されますならば、ひときわしがいのあ
れるのであります，Q 跨に直接踊集の局に諮られた室井! 為、より良い結果を挙げ祷るととと# ヒまナ.
先生. 官JJI先生. 支出面の衝にさ与られる京谷先生の労.  ， I  
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自然に金親 . してむ・必 上治 l 寅次郎

兵庫懸生物事倉 に於て前兵庫県博物学会、問中等| 然を侮る者は老若男女貴賎貧富を問わす、会2 f t に卒

代、矢倉諸氏の御功績を称える為め、記念号を発刊す
主宰・になを懲罰ナる。不用意に雪中登山した学生長容の遊
難した1 ) ，渉ぎを知らぬ者主主が波静かな b と侮って入屯

匂るから私にも何か感想を寄稿せよとのととである。私
は阿部、山鳥、回代の諸先生とは特に御懇誼に願い居
h 且つ御教示を賜った ζ と色紗〈ないので駿慨深き
志のがあり、当時御活動になった紅谷、室井. 弁上、

会の隆昌を劉策して居られるので、不肖を顧みすも主訟を

71 < して溺れた bするのも自然を侮った為めに自然から r .
受けたる公平なる懲罰に外ならぬ。市してかかる懲罰

a 執 b せて; 段う次第である。- ，j
私の近況を申しますが、京都大学構内工学部鉱山学

教室の南に鉱産資源研究所と呼ぶ三階建があって、私
は其のE庁長として際問理博外1 5 - 6名の研究員と共に

を与えて色大自然は全くそれに関与せきfるが如〈、豆電
は白I撞身? とる山拳を見せ、或は? 出を流し? と如き卒静な
る海面を現わし全く知 b ぬ顔である。- 共の偉大きに不
言の中に絶大の感化を与えす.1こはおかない。吾人は自

対しては敬援ならざるべからすもの感化を深からしめる

l 寛恕と寛m 容、自然科さ予者が自然の一部を観察
孜々として自然科学のl i J J ・究にいそしんで居る。私は 1 ，し、各般の材料を集めて研究結果の結論を得為。その
地学. I侍に応用地質学に興味を持ち明かたりとも直| 結論が誤って居ても自然』才覚恕してくれる。若し人類
援に文化に幼献せんと考えて居るのである。研究しつ| 界に於、て是を非とすれば容赦な〈非難を受けねばなる
τコある事項は次の 3-:)が主要な色のであります。 1.鉱| ぬ。自然科学者の安心感はJ!l.恕なる自然を対象として
も山地質、鉱床地質、地下の地質調査及物理探査並に研| 思う伎に自由に題目を選んで自由に研究し得るという
究、 2. 石炭、鉱地、鉱物並金属の分析試験及微量分析| 点にあるJ私は時身考えたととがある。それは生後何
3.地学標本並実験研究、地学材料の主選定T !Pち是であ| 十年かの長き間住み馴れたる故山で相当主からぬ振舞
る。研究の傍ら委託研究をも者合のつく限り受託して| をして夜逃げよろし〈故郷を棄て会った人々が、疎開
いるのであって、私の考では大企業者はそれぞれ研究! とか何とかで都会に. 住むを得する再び故山に帰るとき.
機関を自有し- c 居るが、中小企業者並個人企業者はそ| 故郷の山々は喜んで其の懐ろに迎えて〈れる o 都会で .
れ年の設備を侭有し得ないりで、それ与の人h の委託| 失敗し. 落ちぶれたとき、都会で成功したとき己を慰
に応ヒて企業の合理化に寄与して居るのである。叉宅| 安し巳を歓喜してくれる慰安の場所は故郷の自然の山 1 亀

校に於ては敬科書の選定及11今味は厳1 E であるが、自学| 河である。令が
自習又は実験用の標品、材料尋: は製作選定に於ては I ; 判断の基縫私は? 吉に自然を亥とし. 自然に親
備不十分なる現状にあるは教育を徹底しL 効果を高め| しみ，J $ G は調査に、或は研究に、或は肉眼的に、或は怒
る上に遺憾の点、多きに鑑み、共の改善を目標として教| 徴鏡的に或は化学的に研究を続けて居る。何れの方面
' 背の効果を大なら! めんとの理想を以て努力しつつあ| から観察しても、自然界の森羅万象は人類界の諸現象
. るのである o との点は学会に於て真剣なる御批判と奥| と軌をーにして居る ζとに気がついた。宇宙法とで色 L

l 〆
設置の筈であるから何卒御利用車買い度い。次に私は過| 色思うのである。それは無生物界島生物界も金〈同ーら
会30余年間終始一貫自然を伴侶として来ましたので、 | で・、このこつの世界を区別する1 : と色誤 h で、人類が¥
自然に対する私の解釈の一端を述ぺて御参考に供し皮 1;行った不自然なる分類法の誤謬7ゴと色思うに至った-44
ぃ。 I只未解決なるは精神現象のー惑であって鉱物界に精神
悠久と自惹大戦の末期から終戦にかけて人h

には相当に常軌を逸脱した様相が窺われた。然るに大
自然は胴然、自惹、背ながらに春は桜花開段、秋は錦

ありや、 ζの点は不明、生物界の精神現象品亦未解決
であるが如〈である。しかし吾々自然科学者には分 b

¥  
要都、分野である 匂

繍の装いに何の決った処色たい。浮世を他所に悠然自そ ζで私は自然も人類色同ーの法則に支配されて局
惹たる志のがあって、古語に「国亡びではJi可依然」の| ると言う見解から、卑近な現兵員は人類界に於ける現象
感を深からしめる志のがあった。人は生れ. 人は遜| を考えて自然界に於げる事実を探索し、 ζの反対に自会

イト 1:然界の現象をよ正て人類界の問題を解決し) それが根本
平等と公卒 自然は2 f t 等で而色公卒である。自| に於て誤って居らぬとの確信を得るに三さった。鉱物J手
話 .Y - 41 - . . . 1  

.，' ‘ 

プ句

， 

脳



‘ ‘ 

tこ色社会性がある。 2 個 s個、 5 個という様仁常に
共存し、之を DiageJiesis 鉱物界の共生といラら共生
して 1つの社界を形成する中4こ色鉱物に費麗の別があ
るo 賎なるは常に脊人の眠に触れるが貴なるは容易に
眼に触tちない。蟻なるを見て貴なるを探索する。との
事実は鉱物探査の秘書長であるポ、人類探査に於ても同
様である。とれ民反して不和にして決して共存共生し
ない元素ゃ鉱物生あるととはλ類世界と悶とである。
かかる例は枚挙じ還を持花ない。
私は教育界には直接の綾を持って居らない。越が偶

然のととでー教育者の入から「現今、の教科書に 2種あ

F イ‘

るー又彊末なるf ， o は弱小なるものに勝つa とれ拭識: 必

語る日本が強夫なる世男を拍手に覇を争うなE は歯犠
の理法を弁えぎる矛盾であって自然の法則1こ反して麗 ι

る行いと雷うべきであるo 自然の理法に従うを，F衛事~、
熱J と嘗い、従わざるを「不自然J と呼ぷ。不自織を、 4

し、而も目的を貰撒し得ないと息歩。 1

自然に親Lむ.. ζの一文が記念号に遁した感想と
も思わない. しかもし生物学を専攻する入、地挙を専渡
するλ、物理学化学を専渡する入、医学を専' 攻ナる

って、共のーは複雑な現象より始めて恒次に基礎的現| 入、趣味を有し、之を研錯し人類文化の発展と高潮に
象を理解せしあお犠に仕組ゐ? ゴ色の、其のこは基礎的| 坊帳ナる点に於て 2目的は同亡である。分け登る麓.i1J遺

る色のであって. 何れ色楼定済であるミが何れを採用す| 究は永遠にして平和、高遠Iこlて無窮、世の舞雑を避
るを可とナペ脅かJ との質問を受げた。私ば直ちに| けて、悠久なる大自然を対象として静かに研究を楽し
「後者を可とするJ と判定した。何設な制ま自然界の| む処に深遠なる妙践がある。逝きし人々色. 生げる入
万物万象はRパては簡よ b複lこ向うて居る。植物界、 I  : 墨色問ヒ目的で研究に励み、宇宙の秘鼻を聞き行かれ
動物界其他発生したときは草に 1葉 2棄に過ぎ組が. 1.叉之を継承しつつあって其の偉大きと崇高さとを患い
発育するに従って積雑とな? 棄" 枝を噌い花を閉| 歓喜に堪え宇拙稿を寄せた次第である。 出

〆 l
きt 遂に結実する。とれが自然の理法であるのであ ( 京大鉱産資海研究所長工博3

64頁より続〈

伝小坂の竹下英一先生のお宅であったが其年月日もと| は野間前夫楼先生の指導を受サて居られたが、鎌では¥ . - ‘降、 !
んと覚えがないが、 ζれ色八尾主動中の事であるから| 横山援棒先生が行つで震られた。それで先生の著六甲

iる。先生は謹厳であまりし・ゃれなE 云われなかった生で大限植物同好会幹事〉初対面で山鳥先生は温厚謹 l'r
ー i が、蓮の花が開〈時音がナる、しないで一時やかまし厳な先生rι思った。脊しき縁で後年先生L 畠授に〈灘 f ."，.." "'"，V  F I  - - . "  " " " .  

| い問題が起った折とんな狂歌様の歌を作って見せられ
中) お世話iこなろうとは其時は夢想t : 色しなかった。 ¥l
ぞれかち関志望t<-私は秋田県の能代中学に転ピ病気し'
て郷里八戸に静養していると昭和3年 8 月山鳥先生か

私が基地に来てからは魚崎と西宮で近く色あるし、
牧野" 先生が当地に乗られるとよ〈西宮女事授で腸棄を

/II 

作られたのでもよいもJ : い御邪魔をした。牧野先生御
、指導の採集会には山鳥先生とよく一橋であった。勝に
印象に残っているのは瀞ベ行った時瀞の奥の旅館で何

それは
不忍の抱に忍びて蓮の音を

聞きしiこ花は音なし〈場員三 北斗 そ

と云ラのである。山鳥先生桜美に博学であり、勉強家
であった占' 語学はフランス語色やられたと云う事であ
る。動物の方はクモ類を相当< bしくやって居られた
し、淡氷魚色広く採集じて居られた也動物や鉱物の本

を書いて居られるのに最色我々が造詣が深いとJ思う植
物@ 著書がなかったが晩年に「随筆の植物J、「六甲山

よいし河胞を開きながら飲むピールは甘かった。山鳥! の植物j を続け様に出されて、我々植物同好者を稗譲
先生はヲ"'=':JI!;が好きであった o 学梗へ訪ねて行〈と工| して下さった事は誠仁有難い。昭和12年に兵庫県事部
くa ートで先生謹とスマートな長身にラケットを手に↑教育雄物学会が創立されその会長として大川こ活躍さ
した襲は識によく都合い運動家& しい聾で怠った。先 lれた事は大方諸賢の既に御承知の事である。あんな充
生は俳拘も野きで学校でも職員、生徒と共に守って居 1:銭な先生が昭和泊年2 用意遜された事は兵庫県生物学
られたの噌名士の短卦色沢山節欝して居 bれた由始め l界の治めに誠K 痛惜仁構えない.
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